
真岡女子高校2年生の秋山さん（的場）が、第24
回毎日学生書き初め展覧会「高校・大学毛筆の部」
で、見事文部科学大臣賞（日本一）を受賞しまし
た。総評の際、役員の先生より「臨書が創作に生
きていて素晴らしい。今後は高校生の目標になり
ますね。」とお褒めの言葉をいただき、嬉しさと賞
の重さを感じたそうです。
今回の作品は高青邱詩（こうせいきゅうし）の

創作で「『元　調（げんろちょう）』行草で運筆の
力強さと美しさを表現したいと思い潤渇にも注意
しました。」と語る秋山
さん。
その他にも全国の書道

展で多くの賞を受賞され
ており、今後の更なる活
躍が期待されています。

2月22日（日）、県武道館で栃木県空手道大会
2009が行われ、下野市から出場した9人の拳士が見
事入賞を果たしました。おめでとうございます！
◎入賞者一覧（敬称略）
年　　長　北原　誠一郎（組手 3位）
緑 小 2 年　吉田　友哉　（組手 3位）
祇園小3年　大関　龍　　（型優勝、組手準優勝）
祇園小3年　菱川　雄斗　（型準優勝、組手優勝）
古山小3年　古内　健太郎（型 3位）
古山小4年　古内　一成　（組手優勝）
国分寺小6年 五十嵐　夏穂（組手準優勝）
祇園小6年　上野　円　　（型 4位）
石橋高1年　上野　大　　（型優勝、組手優勝）

2月7日（土）、生態系保全活動としてカワセミの巣箱を設置しました。カワ
セミは「渓流の宝石」とも呼ばれており、コバルトブルーの大変美しい鳥で、
垂直な土手などに横穴を掘り、穴の奥に産卵しますが、年々営巣場所が減少し
カワセミも少なくなってきています。そこで、保全会では柴地区環境保全会で
の成功例を参考に、同会構成団体である「ホタル・カワセミ」の会大橋会長よ
り数回の研修と指導を受け、2基の巣箱の据付け、土入れなどを行いました。
カワセミの営巣活動は4月から6月頃になります。かわいいヒナが誕生するよう、
みなさん温かく見守ってください。

2月22日（日）、農地・水・環境保全向上対策の啓発と広報を兼ねて一般農道
付近へ5基の看板を設置しました。看板には当保全会の活動区域や景観形成、
生態系保全区域など写真やイラストを使って判りやすく説明しています。 当
日は、会員自ら看板組み立てから重機を使っての作業等で1日を費やし設置し
ました。どうぞ皆さんご覧ください。
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